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0. この資料の構成と位置づけ  

 この資料では，統計ソフトウェア「R」を自分のPCにインストールし，使えるようにするまでの

解説をおこなう 1． 

 R を使うためには，もちろんまず R 本体をインストールする必要がある．しかし，特に Windows

版の R は，そのままでは使い勝手がよいものではない．そこでこの資料では，「R コマンダー」と

いう GUI 環境や，「RStudio」という統合開発環境をインストールするための説明もおこなう． 

 なお，この資料で解説するのはあくまでも最低限の導入である．R のインストールや基本的な操

作については，多くの良書がすでに出版されている．この文書末尾の 5 では，それらのうち代表的

なものを紹介しているので，参照してほしい． 

                                                
1 R には Mac OS 版や Linux 版も存在するが，ここでは Windows 版に絞って解説する． 
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1. R 本体のインストール  

1.1. R 本体の入手  

 R はオープンソースのソフトウェアで， 

   CRAN http://cran.r-project.org/ 

とよばれるサイトからダウンロードできる（世界各地にミラーサイトがある）． 

 「Download R for Windows」－「base」とリンクをたどると，最新版のインストール用ファイル

をダウンロードできる． 

 Rは頻繁にバージョンアップする．特別な理由がなければ，最新のものを使うとよいだろう．2 

 

                                                
2 後述する GUI 環境「R コマンダー」を使う場合は，R 2.13.1 以降のバージョンだと，日本語を含

むファイルをうまく扱えないことがある（2012 年 1 月現在）．その場合は R 2.13.0 を使うとよい．

なお，R は複数のバージョンを同時にインストールして使い分けることもできる． 

http://cran.r-project.org/
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1.2. R 本体のインストール  

 インストールは，インストーラの指示にしたがっておこなう． 

 （最新のものを含めて）ある時期のバージョンでは，セットアップ中に表示されるダイアログボ

ックスの日本語が途中で文字化けすることがある．この場合，最初に表示される「セットアップに

使用する言語」を「English」にするとよい．これはインストール中に使用する言語だけの問題で，

インストール後は普通に日本語のメニューが使える． 
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 以後しばらくは，特に理由がなければデフォルトの選択肢のままでかまわない． 

 「Startup options」を選ぶ場面では，デフォルトの「No」ではなく，「Yes」（カスタマイズする）

を選ぶことを勧める（特に R コマンダーを使う場合）． 

 

 

 「Display Mode」を，デフォルトの「MDI」ではなく，「SDI」に変更する．SDI とは，コマンド

を入力するウィンドウやグラフを出力するウィンドウなど R に関係するさまざまなウィンドウを，

それぞれ独立に表示させることである． 



 

6 

 

 それ以降は，特に理由がなければデフォルトのままでかまわない． 

 なお，大学の共用 PC などでユーザーが勝手にソフトウェアをインストールできないときは，USB

メモリにインストールして使うこともできる．詳しくは CRAN（http://cran.r-project.org/）の

「Documentation」－「FAQs」－「R for Windows FAQ」の「2.6 Can I run R from a CD or USB drive?」

を参照． 

  

http://cran.r-project.org/
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1.3. 「R Console」  

 無事インストールが終わったら，R を起動してみよう．デスクトップに作成された「R 2.xx.x」（x

はバージョン番号）というアイコンをダブルクリックするか，スタートメニューから起動する． 

 

 R の本体は「R Console」という名前のウィンドウである．赤い「>」という記号（プロンプト）

の後にキーボードからコマンド（命令）を入力し，最後に〈Enter〉キーを押すと，コマンドが実行

される．たとえば，キーボードから「1 + 2」と入力して〈Enter〉を押すと，つぎの行に「[1] 3」と

いうコマンドの実行結果が表示される． 

 R を終了するときは，「R Console」ウィンドウを閉じればよい．このとき，「作業スペースを保

存しますか？」という質問には，通常〈いいえ〉を選ぶ． 
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1.4. 「R エディタ」  

 コマンドが長くなると，文字を打ち間違えたりすることも多くなり，「R Console」ウィンドウに

直接入力していくのは何かと効率が悪くなる． 

 コマンドは単なるテキストデータだから，Windows 付属の「メモ帳」などのテキストエディタで

入力・編集することもできる．このように複数のコマンドをまとめて記述したものを「スクリプト」

とよび，それをファイルとして保存したものを「スクリプトファイル」とよぶ．R のスクリプトフ

ァイルは通常「.R」という拡張子をつけて保存する． 

 しかし，こうした外部エディタで編集した場合，最終的にはコマンドを 1 行ずつ「R Console」ウ

ィンドウにコピー＆ペーストしなければならず，面倒である．そこで，R には「R エディタ」とい

う簡単なエディタが付属している．「R エディタ」にはコマンドを編集するための機能に加えて， 

1 つまたは複数のコマンドを選択して「R Console」に転送し，実行してくれる機能がある． 

 「R エディタ」を開いて新しいスクリプトファイルを作成するには，「R Console」の［ファイル］

－［新しいスクリプト］メニューを使う．すでに作成してあるスクリプトファイルを開いて編集す

るには，［ファイル］－［スクリプトを開く…］メニューを使う．いずれの場合も「R エディタ」

という別ウィンドウが開くので，そこでコマンドを入力・編集する．完成したら，実行したいコマ

ンド（複数行にわたる複数個のコマンドでも可）をマウスで選択し，キーボードから〈Ctrl〉+〈R〉

を押せば，「R Console」ウィンドウにコマンドが転送され，実行される． 

 たとえば，「R エディタ」上でキーボードから「1 + 2」と入力し，その行全体をマウスで選択し

てから〈Ctrl〉+〈R〉を押すと，「R Console」（別ウィンドウ）上に転送したコマンドと出力結果

が表示される． 

 

 しかし，この「R エディタ」もエディタとしての最小限の機能しか持たないため，次第に不便に

感じてくるかもしれない．その場合は，後述する「RStudio」などの統合開発環境を使うと便利であ

る． 

〈Ctrl〉＋〈R〉 
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2. 追加パッケージのインストール  

 R には「パッケージ」とよばれる拡張機能が存在する．これは，特定の分野でよく使われる関数

やデータをひとまとめにしたもので，世界中のユーザーがボランタリーに作成しているものである．

パッケージも CRAN に保管されており，R 本体からコマンドなどを使ってダウンロードし，インス

トールすることができる（もちろん，PC がインターネットに接続されている必要がある）． 

 たとえば，社会科学分野でよく使われる回帰分析などの手法に関連する関数やデータを集めた

「car」というパッケージをインストールするには，つぎのようにする． 

1. Windows 7 または Vista を使っている場合は，R を「管理者モード」で起動する． 

 具体的には，デスクトップのアイコンをそのままクリックするのではなく，一旦右クリ

ックし，表示されたメニューの中の「管理者として実行…」を左クリックする．この手続

きを踏まないと，パッケージが標準とは異なる場所にインストールされる． 

2. キーボードから 
  install.packages(“car”) 

と入力し，〈Enter〉を押す． 
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3. パッケージをダウンロードする CRAN サイトを選ぶダイアログボックスが表示される．

通常は筑波大学のサイト「Japan (Tsukuba)」を選ぶとよい． 

 

4. ダウンロードとインストール（展開）が自動的におこなわれる． 

 

 インストールしたパッケージを実際に使うためには，R を起動するごとに 
   library(car) 

などとパッケージ名を入力する． 
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3. R コマンダー  

 パッケージの 1 つに「R コマンダー」というものがある．これは，R の機能を Excel や SPSS の

ようにマウスとダイアログボックスを使って（＝GUI）操作できるものである． 

 R コマンダーを使うためには，関連するさまざまなパッケージがインストールされている必要が

ある．R コマンダーのインストール時にそれを自動でおこなうには，つぎのようにする． 

1. R を管理者モードで起動する． 

2. キーボードから 
  install.packages(“Rcmdr”, dependencies=T) 

と入力し，〈Enter〉を押す．なお，R のコマンドでは大文字と小文字は区別される． 

 
3. CRAN のミラーサイトを選択すると，ダウンロードが始まる．たくさんのパッケージをイ

ンストールするので，環境によっては完了するまでに時間がかかることがある． 

 R コマンダーを起動するには，つぎのようにする． 

1. R 本体を起動する（インストール済みのパッケージを使うだけなら，管理者モードで起動

する必要はない）． 
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2. キーボードから 
  library(Rcmdr) 

と入力し，〈Enter〉を押す．R コマンダーが別ウィンドウとして起動する． 

 

 R コマンダーでは，データの読み込みや加工，度数分布や相関係数のような記述統計，さまざま

なグラフの作成，回帰分析や一般化線形モデルのような多変量解析などが，GUI で操作できる． 

 また，GUI で選択した操作に対応する R のコマンドはすべて「スクリプトウィンドウ」に表示さ

れるので，ある操作をしたいときにどのようなコマンドを使えばよいかを学習することができる．

さらに，「スクリプトウィンドウ」のコマンドは自由に編集して実行したり保存することもできる． 

 R コマンダーの操作について詳しくは，本資料末尾の参考文献を参照． 
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4. RStudio 

 R を効率よく操作するために，「RStudio」というオープンソースの統合開発環境を使うことがで

きる．統合開発環境とはプログラミングを効率化するためのソフトウェアで，さまざまな便利な機

能をもっている． 

4.1. RStudio のインストールと起動  

 RStudio をインストールするにはつぎのようにする．R の本体はすでにインストールされている必

要がある． 

1. RStudio の公式サイト 

  http://rstudio.org/ 

にアクセスする． 

2. 〈Download RStudio〉アイコンをクリックする． 

 

3. 〈Download RStudio Desktop〉アイコンをクリックする． 

http://rstudio.org/
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4. 使用している OS に対応するファイルをクリックしてダウンロードする． 

 

5. ダウンロードしたファイルを実行してインストールする．途中のオプションは，特に理由

がなければデフォルトのままでかまわない． 

 なお，大学の共用 PC などでユーザーが勝手にソフトウェアをインストールできないときは，や

はり USB メモリにインストールして使うこともできる．方法はダウンロード画面の「Zip/Tarball」

にある説明を参照． 
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 インストールした RStudio はスタートメニューから起動できる． 

 

 初めて起動したときは，左側に Console ウィンドウ，右側に上下 2 つのウィンドウが並んでいる．

この Console ウィンドウは R の「R Console」ウィンドウに相当するもので，ここに直接コマンド

を記述して〈Enter〉キーで実行していくこともできる． 
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 スクリプトを作成し，編集するための「R エディタ」に相当するウィンドウを開くには，メニュ

ーから [File]－[New]－[R Script] を選ぶ．左側の上部に「Untitled1*」というウィンドウが出現する． 

 このスクリプトウィンドウで，たとえば「1 + 2」と入力し，〈Ctrl〉＋〈Enter〉を押すと 3，そ

の行のコマンドが下のConsoleウィンドウに転送され，実行結果とともに表示される． 

 

  

                                                
3 「R エディタ」や「R コマンダー」で使う〈Ctrl〉＋〈R〉ではないことに注意． 

〈Ctrl〉＋〈Enter〉 
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4.2. RStudio の機能  

 RStudio には，たとえばつぎのような便利な機能がある． 

4.2.1. コマンドの入力支援 

 たとえば，コマンドを入力している最中に〈Tab〉キーを押せば，候補となる関数名や書式，ファ

イル名などのリストが表示される． 

 あるいは，関数名を入力した状態で〈F1〉キーを押せば，その関数の詳しいヘルプが表示される． 

   

 

〈Tab〉 

〈Tab〉 

〈F1〉 
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4.2.2. オブジェクトの一覧 

 データや統計分析関数の実行結果など，現在読み込んでいるオブジェクトとその概要が一覧で表

示される．データの場合は，クリックすれば変数や値も確認できる． 

 

 

4.2.3. 統合されたヘルプ画面 

 組み込みのヘルプ画面があり，コマンドを記述しながら必要な情報を確認できる． 

 

クリック 
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4.2.4. 画像の操作と出力 

 グラフなどの出力結果をクリップボードに転送したり，画像や PDF ファイルとして保存できる． 
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5. R の主な解説書  

舟尾暢男・高浪洋平，2005，『データ解析環境「R」』工学社． 

 R のインストールや基本的な操作方法が，図表を多用してわかりやすく解説されている．予

備知識のない人が，とりあえず R でどんなことができるのかを知るには，最適な本のひとつ． 

舟尾暢男，2009，『The R Tips 第 2 版』オーム社． 

 グラフィックスやプログラミングも含めた R のさまざまな機能を，図表を多用して網羅的に

解説した事典的な本．コマンド例が豊富なので，サンプルコード集として利用するのもよい． 

青木繁伸，2009，『R による統計解析』オーム社． 

 R によるデータ操作から始まって，多変量解析を含む統計的手法が一通り解説されている，

やはり事典的な 1 冊．著者が独自に作成した便利な関数も多数紹介されており，標準の関数で

不便な部分を補ってくれる． 

鄭躍軍・金明哲，2011，『社会調査データ解析』共立出版． 

 標本抽出，データ入力・クリーニング，統計分析といった社会調査の各プロセスで必要にな

る知識を一通り解説するとともに，R の具体的な操作方法を紹介している実践的な良書． 

藤井良宣，2010，『カテゴリカルデータ解析』共立出版． 

 上と同じシリーズの 1 冊で，社会学分野で多用されるカテゴリカルデータ（質的変数）の取

り扱いが丁寧に解説されている．R における質的変数の分析手法はなかなかまとまった解説書

がなかったので，貴重な 1 冊． 

Fox, J. and S. Weisberg, 2011, An R Companion to Applied Regression (2nd ed.), Sage. 

 社会科学分野の多変量解析において必須といってよい car パッケージの作者による，R を使

った多変量解析の包括的な解説書．ロジスティック回帰分析など，質的変数を従属変数とする

分析手法もカバーしている．統計手法自体の解説もわかりやすい上に，洗練された図の作り方

など，R の使い方のヒントがたくさん得られる良書である． 

大森崇・阪田真己子・宿久洋，2011，『R Commander によるデータ解析』共立出版． 

 R コマンダーからおこなえるさまざまな分析を，分析手法の解説，実際のデータによる分析

例，出力結果の読み方などバランスよく解説した好著．これ 1 冊あれば R を使った分析を一

通り理解するには十分だろう． 
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